
《
研
究
ノ
ー
ト
》 

熊
本
市
・
三
の
嶽
聖
徳
寺
奥
の
院 

仏
神
像
調
査
報
告 

村
上 

幸
奈 

 

は
じ
め
に 

 

熊
本
市
西
区
に
所
在
す
る
天
台
宗
寺
院 

三
の
嶽
聖
徳
寺
奥
の
院
は
、
聖
徳

太
子
開
基
と
伝
わ
る
寺
院
で
、
も
と
は
法
相
宗
で
あ
っ
た
と
い
う
。
境
内
地
に

は
石
燈
籠
や
残
欠
が
残
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
奥
の
院
に
安
置
さ
れ
る
仏
神
像
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究

（
１
）

が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
制
作
年
代
等
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。 

 

本
稿
で
は
、
令
和
七
年
度
（
二
〇
二
五
年
度
）
に
同
院
で
実
施
し
た
仏
神
像

調
査
（
２
）

に
つ
い
て
報
告
し
、
簡
易
で
は
あ
る
が
所
見
を
述
べ
る
。 

 

一 

木
造
観
音
菩
薩
立
像 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）
】 

 

総
高 

 
 

一
二
八
・
二 

像
高 

 
 

 

九
八
・
五 

総
奥 

 
 
 

二
一
・
七 

髪
際
高 

 
 

八
七
・
一 

頭
頂―

顎 
 

二
一
・
八 

髪
際―

顎 
 

一
一
・
一 

面
張 

 
 
 
 

九
・
九 

面
奥 

 
 
 

一
四
・
九 

耳
張 

 
 
 

一
二
・
五 

耳
朶
張 

 
 

一
一
・
九 

肩
張 

 
 
 

二
五
・
四 

胸
奥
（
中
央
）
一
五
・
六 

胸
奥
（
右
） 

一
四
・
四 

胸
奥
（
左
） 

一
五
・
八 

腹
奥 

 
 
 

一
八
・
二 

臂
張 

 
 
 

二
九
・
八 

裾
張 

 
 
 

二
八
・
二 

天
衣
張 

 
 

三
一
・
〇 

耳
長
（
右
） 

 

八
・
七 

耳
長
（
左
） 

 

八
・
六 

足
先
開
（
内
） 

五
・
二 

足
先
開
（
外
）
一
四
・
七 

足
枘
高
（
右
） 

六
・
七 

足
枘
高
（
左
） 

六
・
七 

足
枘
幅
（
右
） 

四
・
〇 

足
枘
幅
（
左
） 

四
・
三 

足
枘
奥
（
右
）
一
二
・
〇 

足
枘
奥
（
左
）
一
二
・
三 

台
座
高 

 
 

二
九
・
二 

台
座
幅 

 
 

三
八
・
八 

台
座
奥 

 
 

三
三
・
八 

【
形
状
】
観
音
菩
薩
立
像
。
宝
冠
（
八
面
。
正
面
に
定
印
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像
、
蓮
華
座
、
紐
二
条
、
列
弁
。）
を
被
る
。
地
髪
部
は
正
面
ま
ば
ら
彫
り
、

背
面
平
彫
り
。
耳
朶
環
状
貫
通
。
半
眼
。
閉
口
。
三
道
相
を
表
す
。
左
手
屈
臂

し
て
腹
前
で
蓮
茎
を
執
る
。
右
手
屈
臂
し
て
第
一
・
二
・
三
指
を
捻
じ
て
接

し
、
胸
前
に
掲
げ
る
。
条
帛
、
天
衣
、
腰
布
、
裙
を
着
け
る
。
天
衣
は
背
面
を

広
く
覆
う
。
正
面
を
向
い
て
台
座
上
に
直
立
す
る
。
台
座
は
上
か
ら
蓮
華
座
、

荷
葉
座
、
岩
座
。 

【
品
質
構
造
】
針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）。
一
木
造
。
彫
眼
。
一
部
彩
色
。
像

全
体
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
前
方
中
央
に

籠
め
る
。
目
・
眉
・
髪
は
墨
彩
。
唇
は
朱
彩
。 

【
保
存
状
態
】
宝
冠
正
面
一
部
欠
失
。
台
座
は
す
べ
て
転
用
で
、
他
像
の
枘
穴

を
埋
め
た
跡
が
あ
る
。 
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【
銘
記
】 

① 
背
面
墨
書 

「
奉
造
立
肥
後
国
□
三
嶽
本
尊
」
※
「
三
嶽
本
尊
」
部
は
異
筆
か
。 

② 

台
座
底
面
墨
書 

「
三
嶽
山
観
音
大
士
蓮
臺
新
刻
／
文
化
十
癸
酉
歳
七
月
十
日
誌
焉
／
當
山
現 

住
義
龍
」
※
文
化
十
年
（
一
八
一
三
） 

 

（
二
）
所
見 

 

こ
れ
ま
で
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
後
期
と
想
定
さ
れ
て
き

た
（
３
）

が
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
の
見
解
も
あ
っ
た
（
４
）
。
本
調
査
に
お
い

て
は
、
全
体
に
硬
さ
の
あ
る
形
式
的
な
表
現
で
あ
る
点
等
か
ら
室
町
時
代
中
期

の
作
と
推
定
し
た
。 

後
述
す
る
脇
侍
不
動
明
王
（
二
）
・
毘
沙
門
天
（
三
）
と
の
三
尊
形
式
で
祀

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
徳
寺
が
い
ず
れ
か
の
時
期
に
天
台
宗
寺
院
と
な
っ

た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
伝
来
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
三
の
嶽
聖

徳
寺
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
品
と
言
え
る
。 

 

二 

木
造
不
動
明
王
立
像
（
脇
侍
） 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）
】 

 

総
高 
 
 

一
〇
四
・
四 

像
高 

 
 
 
 
 
 

八
八
・
三 

頭
頂―

顎 
 

一
三
・
九 

面
張 

 
 
 
 
 
 

一
二
・
一 

面
奥
（
現
状
）
一
五
・
三 

耳
張 

 
 
 
 
 
 

一
五
・
〇 

肩
張 

 
 
 

二
六
・
三 

胸
奥
（
右
） 

 
 
 

一
七
・
七 

腹
奥 
 
 
 

一
九
・
三 

足
先
開
（
内
、
現
状
） 

八
・
五 

台
座
高 

 
 

一
六
・
〇 

台
座
幅 

 
 
 
 
 

三
六
・
一 

台
座
奥 

 
 

二
八
・
一 

【
形
状
】
不
動
明
王
立
像
。
三
道
相
。
右
胸
、
腹
の
括
り
各
一
条
。
条
帛
、
腰

布
、
裙
、
足
釧
を
着
け
る
。
腰
を
右
に
突
き
出
し
て
台
座
上
に
立
つ
。 

【
構
造
】
材
不
明
。
一
木
造
。
彫
眼
。
台
座
、
左
手
上
膊
を
含
む
像
全
体
を
一

材
か
ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
後
方
中
央
に
あ
り
（
籠

め
る
か
は
不
明
）。 

【
保
存
状
態
】
朽
損
著
し
い
。 

 

（
二
）
所
見 

 

本
尊
聖
観
音
菩
薩
立
像
の
脇
侍
で
あ
る
。 

 

面
部
を
大
き
く
欠
損
し
て
お
り
詳
細
は
不
明
。
木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
三
）

と
一
具
で
あ
っ
た
か
は
判
断
し
が
た
い
。 

台
座
を
含
む
一
木
造
で
内
刳
り
を
施
さ
な
い
構
造
は
古
風
だ
が
、
同
様
に
脇

侍
と
し
て
安
置
さ
れ
る
木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
三
）
と
比
較
し
て
体
軀
や
衣
文

線
が
薄
い
。
制
作
年
代
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
推
定
し
た
。 

 

三 

木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
脇
侍
） 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）】 

 

総
高 

 
 

九
八
・
八 

総
張
（
腰
で
計
測
）
二
八
・
七 
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総
奥 

 
 

三
四
・
〇 

頭
頂―

顎 
 
 
 

一
五
・
九 

面
張 

 
 

一
〇
・
八 

【
形
状
】
毘
沙
門
天
立
像
。
着
甲
。
兜
を
か
ぶ
る
。
開
眼
。
閉
口
。
裙
を
垂
下

さ
せ
る
。
腰
を
左
に
振
り
、
右
足
を
前
に
踏
み
出
し
て
邪
鬼
の
上
に
立
つ
。 

【
品
質
構
造
】
針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）。
一
木
造
。
彫
眼
。
邪
鬼
を
含
む
頭

体
幹
部
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
両
肩
先
各
別
材
（
亡
失
）。 

【
保
存
状
態
】
朽
損
著
し
い
。
両
肩
先
亡
失
。 

 

（
二
）
所
見 

本
尊
聖
観
音
菩
薩
立
像
の
脇
侍
で
あ
る
。 

朽
損
が
著
し
く
調
査
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
詳
細
は
不
明
。
台
座
を
含
む
全

体
を
一
木
か
ら
彫
り
出
す
構
造
や
、
素
朴
な
面
貌
表
現
、
厚
み
の
あ
る
体
軀
表

現
等
か
ら
、
制
作
年
代
は
平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
と
推
定
し
た
。 

現
在
は
朽
損
し
て
い
る
も
の
の
、
頭
部
に
は
兜
を
表
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、

九
州
に
残
る
平
安
時
代
後
期
の
神
将
形
像
と
の
関
係
も
示
唆
さ
れ
る
。 

 四 

木
造
不
動
明
王
立
像
（
独
尊
） 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）
】 

 

総
高 

 
 
 
 
 

一
一
四
・
一 

像
高 

 
 
 
 

九
五
・
三 

髪
際
高 

 
 
 
 
 

八
八
・
二 

頭
頂―

顎 
 
 

一
七
・
〇 

面
長 

 
 
 

 
 
 

一
〇
・
三 

面
張 

 
 
 
 
 

九
・
四 

面
奥
（
現
状
） 

 
 

一
三
・
八 

耳
張 

 
 
 
 

一
二
・
五 

胸
奥
（
左
、
条
帛
含
）
一
四
・
〇 

臂
張 

 
 
 
 

三
五
・
八 

裾
張
（
現
状
） 

 
 

一
九
・
五 

肩
当
初
部
幅 

 

一
八
・
七 

足
先
開
（
内
） 

 
 
 

九
・
三 

足
先
開
（
外
） 

一
五
・
一 

足
奥
（
右
、
現
状
） 

 

九
・
六 

足
奥
（
左
、
現
状
）
八
・
一 

内
刳
り
最
大
高 

 
 

七
三
・
八 

内
刳
り
鑿
幅 

 
 

二
・
〇 

右
大
腿
部
材
高 

 
 

二
五
・
〇 

右
大
腿
部
材
幅 

一
一
・
〇 

【
形
状
】
不
動
明
王
立
像
。
七
莎
髻
。
巻
髪
。
左
耳
前
か
ら
弁
髪
を
垂
ら
す
。

右
目
は
瞋
目
、
左
目
は
す
が
め
る
。
右
牙
上
出
、
左
牙
下
出
。
水
波
相
。
三
道

相
。
左
手
屈
臂
し
て
腹
前
で
剣
を
執
る
。
右
手
屈
臂
し
て
腰
脇
で
羂
索
を
執

る
。
条
帛
、
裙
、
腰
布
、
腕
釧
を
着
け
る
。
左
肩
背
面
に
垂
下
す
る
条
帛
の
末

端
を
表
す
。
像
後
方
に
向
か
っ
て
裙
の
折
り
返
し
が
上
方
に
翻
る
。
正
面
を
向

い
て
台
座
上
に
立
つ
。 

【
品
質
構
造
】
針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）。
一
木
造
。
彫
眼
。
彩
色
か
。
頭
体

幹
部
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
後
頭
部
か
ら
裙
裾
ま
で
を
背
板
風
に
割
り
矧

ぎ
、
頭
部
と
体
部
を
通
し
て
内
刳
り
を
施
す
。
両
肩
以
下
、
右
太
腿
部
側
面
各

別
材
。
両
肩
以
下
は
両
臂
で
矧
ぐ
。
右
太
腿
部
側
面
は
ヒ
ノ
キ
と
思
わ
れ
る
針

葉
樹
材
。
鉄
釘
、
木
釘
で
留
め
る
。
黒
漆
を
か
け
る
。
も
と
は
彩
色
像
か
。 

 

（
二
）
所
見 

 

堂
内
向
か
っ
て
左
側
に
独
尊
で
祀
ら
れ
る
不
動
明
王
立
像
。 

裳
裾
に
み
ら
れ
る
繊
細
な
衣
文
線
や
、
側
面
観
で
や
や
量
感
を
落
と
し
た
体

軀
表
現
、
緻
密
な
内
刳
り
等
か
ら
、
制
作
年
代
は
平
安
時
代
後
期―

十
二
世
紀

頃
と
推
定
し
た
。
中
央
作
と
遜
色
な
い
造
形
は
県
下
で
も
注
目
す
べ
き
作
例
と
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い
え
る
。 

 
『
新
熊
本
市
史
』（
５
）

に
よ
れ
ば
、
本
像
は
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に

熊
本
市
西
区
高
橋
に
所
在
す
る
聖
徳
寺
本
堂
（
以
下
、
高
橋
聖
徳
寺
）
か
ら
移

動
し
た
も
の
と
い
う
。
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
、
高
橋
聖
徳

寺
は
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
に
比
叡
山
の
僧
・
良
快
坊
が
肥
後
に
下
向
し
て

開
基
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
か
ら
の
古
刹
と
伝
わ
る
点
は
興
味
深

い
。
同
寺
の
調
査
と
併
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

五 

木
造
男
神
坐
像
（
中
央
壇
） 
一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）
】 

 

像
高 

 
 

二
六
・
四 

頭
頂―

顎 

一
一
・
一 

面
長 

 
 
 

七
・
四 

面
張 

 
 

 

五
・
五 

面
奥
（
現
状
）
八
・
二 

耳
張 

 
 
 

七
・
〇 

耳
朶
張 

 
 

六
・
六 

肩
張 
 
 

一
五
・
六 

胸
奥
（
中
央
）
八
・
一 

臂
張 

 
 

一
五
・
五 

腹
奥 

 
 
 

八
・
六 

膝
張 

 
 

一
九
・
〇 

膝
高
（
右
） 

六
・
八 

膝
高
（
左
） 

六
・
六 

裳
先
奥 

 

一
四
・
一 

最
大
幅 

 

一
九
・
九 

【
形
状
】
男
神
坐
像
。
巾
子
冠
。
目
を
見
開
く
。
鼻
孔
を
浅
く
穿
つ
。
髭
墨

彩
。
閉
口
。
耳
孔
を
浅
く
穿
つ
。
腹
前
で
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
袍
、
袴
を

着
け
る
。
正
面
を
向
い
て
坐
す
（
足
先
を
隠
す
）
。 

【
品
質
構
造
】
広
葉
樹
材
（
ク
ス
ノ
キ
か
）
。
一
木
造
。
彫
眼
。
彩
色
。
像
の

全
容
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
右
前
方
に
籠

め
る
。
一
部
彩
色
が
残
る
。 

【
保
存
状
態
】
冠
の
先
端
亡
失
。
持
物
亡
失
。 

 

六 

木
造
男
神
坐
像
（
向
か
っ
て
右
壇
） 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）】 

 

像
高 

 
 

三
〇
・
四 

冠
下
高 

 

二
三
・
七 

頭
頂―

顎 

一
五
・
五 

髪
際―

顎 
 

七
・
六 

面
張 

 
 
 

五
・
七 

面
奥
（
現
状
）
八
・
二 

耳
張 

 
 
 

六
・
五 

肩
張 

 
 

一
三
・
八 

胸
奥
（
中
央
）
七
・
八 

臂
張 

 
 

一
六
・
七 

腹
奥 

 
 

一
三
・
六 

袖
張 

 
 

一
五
・
七 

裾
張 

 
 

一
三
・
八 

最
大
奥 

 

一
四
・
〇 

【
形
状
】
男
神
坐
像
。
巾
子
冠
。
巾
子
を
簪
で
留
め
る
（
左
の
簪
は
亡
失
）。

目
を
見
開
く
。
鼻
孔
を
穿
つ
。
閉
口
。
両
手
は
正
面
で
右
手
を
前
に
重
ね
、
尺

（
亡
失
）
を
執
る
手
制
と
す
る
。
内
衣
（
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
）、
袍
、
袴

を
着
け
る
。
沓
を
履
く
。
正
面
を
向
い
て
右
足
を
外
に
し
て
坐
す
。 

【
品
質
構
造
】
広
葉
樹
材
（
ク
ス
ノ
キ
か
）。
一
木
造
。
彫
眼
。
彩
色
。
像
の

全
容
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
中
央
に
籠
め

る
。
一
部
彩
色
が
残
る
。 

【
保
存
状
態
】
左
袖
先
欠
失
。
簪
（
左
）、
持
物
亡
失
。 
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七 

木
造
男
神
坐
像
（
向
か
っ
て
左
壇
） 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）
】 

 

像
高 

 
 

二
六
・
六 

髪
際―

顎 

一
〇
・
四 

面
長 

 
 
 

六
・
九 

面
張 

 
 
 

五
・
一 

面
奥
（
現
状
）
八
・
五 

耳
張 

 
 
 

七
・
一 

肩
張 

 
 

一
五
・
五 

胸
奥
（
中
央
）
八
・
九 

臂
張 

 
 

一
六
・
四 
腹
奥 

 
 
 

九
・
二 

膝
張 

 
 

一
八
・
六 

膝
高
（
右
） 

六
・
三 

膝
高
（
左
） 

六
・
六 

足
先
奥 

 

一
五
・
七 

最
大
幅 

 

二
〇
・
五 

【
形
状
】
男
神
坐
像
。
巾
子
冠
。
目
を
見
開
く
。
鼻
孔
を
浅
く
穿
つ
。
髭
墨

彩
。
閉
口
。
耳
孔
を
浅
く
穿
つ
。
腹
前
で
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
内
衣
（
右

前
に
打
ち
合
わ
せ
る
）、
袍
、
袴
を
着
け
る
。
正
面
を
向
い
て
左
足
を
外
に
し

て
坐
す
。 

【
品
質
構
造
】
広
葉
樹
材
（
ク
ス
ノ
キ
材
か
）。
一
木
造
。
彫
眼
。
彩
色
。
像

の
全
容
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
右
方
に
外

す
。
一
部
彩
色
が
残
る
。 

【
保
存
状
態
】
冠
の
先
端
、
持
物
亡
失
。 

 

（
二
）
所
見 

 

男
神
坐
像
（
五
～
七
）
は
、「
権
現
神
」
と
伝
わ
る
ほ
か
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
制
作
年
代
は
三
軀
と
も
江
戸
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。 

三
の
嶽
は
「
権
現
山
」
と
も
称
さ
れ
、
山
頂
に
は
権
現
宮
が
所
在
す
る
。
元

禄
二
年
成
立
の
『
肥
後
名
勝
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
三
の
嶽
に
は
熊
野
権
現
社
が

あ
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
二
の
嶽
・
三
の
嶽
東
麓
に
は
、
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
の
鎮

守
神
で
あ
る
山
王
権
現
（
日
吉
権
現
）
を
祀
る
大
多
尾
日
吉
神
社
が
所
在
し
、

聖
徳
寺
と
関
わ
り
が
深
い
と
い
う
（
６
）
。
同
社
に
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

銘
の
あ
る
彦
山
参
詣
記
念
の
奉
納
石
灯
籠
竿
石
が
残
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
も

盛
ん
に
修
業
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。 

 

八 

木
造
聖
徳
太
子
立
像 

一
軀 

（
一
）
概
要 

【
法
量
（
㎝
）】 

 

像
高 

 
 
 

四
五
・
二 

髪
際
高 

 

四
〇
・
七 

頭
頂―

顎 
 
 

九
・
〇 

髪
際―

顎 
 

六
・
一 

面
張 

 
 
 
 

五
・
四 

面
奥
（
現
状
）
七
・
三 

耳
張
（
角
髪
含
）
八
・
六 

肩
張 

 
 

一
六
・
五 

胸
奥
（
中
央
）
一
〇
・
四 

臂
張 

 
 

一
七
・
八 

腹
奥 

 
 
 

一
〇
・
一 

袖
張 

 
 

一
五
・
七 

裾
張 

 
 
 

一
三
・
八 

最
大
奥 

 

一
四
・
〇 

【
形
状
】
聖
徳
太
子
立
像
（
孝
養
像
）。
頭
髪
を
正
面
で
左
右
に
振
り
分
け
、

角
髪
を
結
う
。
顎
の
括
り
を
表
す
。
右
手
屈
臂
し
て
胸
前
に
挙
げ
柄
香
炉
を
執

る
。
左
手
屈
臂
し
て
五
指
を
伸
ば
し
右
手
の
下
に
添
え
る
。
袍
、
袈
裟
、
裙
を

着
け
る
。
沓
を
履
く
。
や
や
う
つ
む
き
、
両
足
を
揃
え
て
厨
子
内
の
台
座
上
に

64（５）



立
つ
。 

【
品
質
構
造
】
材
不
明
。
寄
木
造
。
玉
眼
。
紙
貼
。
彩
色
。
頭
体
別
材
、
差

首
。
頭
部
は
前
後
二
材
を
面
部
で
矧
ぐ
。
体
部
は
彩
色
に
覆
わ
れ
構
造
の
詳
細

は
不
明
。
像
底
か
ら
の
観
察
に
よ
る
と
、
体
幹
部
は
一
材
で
彫
出
し
、
内
刳
り

し
て
背
板
を
矧
ぎ
足
す
か
。
両
手
首
先
、
両
足
先
（
亡
失
）
各
別
材
。 

【
保
存
状
態
】
鼻
先
欠
失
。
両
足
先
亡
失
。 

 

（
二
）
所
見 

 

伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
。
聖
徳
寺
が
聖
徳
太
子
開
基
と
伝
わ
る
こ
と
に
関
係

す
る
遺
品
で
あ
ろ
う
。
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

本
文
註 

（
１
） 

三
の
嶽
聖
徳
寺
奥
の
院
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。 

「
木
造
聖
観
音
立
像
」
解
説
『
第
五
回 

熊
本
の
美
術
展 
中
世
の
美
術
』
展
覧

会
図
録
（
熊
本
県
立
美
術
館
、
一
九
八
〇
年
）、『
新
熊
本
市
史 
通
史
編 

第
二

巻 

中
世
』（
熊
本
市
、
一
九
九
八
年
）、『
第
八
回 

九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究

会 

肥
後
の
山
岳
霊
場
遺
跡―

池
辺
寺
と
阿
蘇
山
を
中
心
に―

資
料
集
』（
九
州

山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
） 

（
２
） 

調
査
は
以
下
の
通
り
実
施
し
た
。 

【
日
程
】
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
七
月
二
九
日
（
火
） 

【
場
所
】
熊
本
市
西
区 

三
の
嶽
聖
徳
寺
奥
の
院 

【
参
加
者
（
調
査
時
の
所
属
）
※
敬
称
略
】
有
木
芳
隆
（
公
益
財
団
法
人
永
青
文

庫
）、
中
西
真
美
子
（
熊
本
県
文
化
財
保
護
審
議
会
）、
萬
納
恵
介
（
熊
本
県
立
美

術
館
）、
宮
田
大
樹
（
福
岡
市
美
術
館
）、
奥
島
正
興
（
九
州
大
学
大
学
院
）、
森

瑞
穂
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
）、
竹
原
明
理
（
熊
本
県
文
化
課 

※
熊
本
博
物
館

か
ら
派
遣
）、
丸
山
大
輝
（
熊
本
県
文
化
課
）、
松
永
直
輝
、
佐
藤
理
恵
（
以
上
、

熊
本
市
文
化
財
課
）、
木
山
貴
満
、
坂
本
直
也
（
以
上
、
熊
本
博
物
館
）
、
村
上
幸

奈
（
熊
本
博
物
館 

※
熊
本
県
文
化
課
か
ら
派
遣
） 

（
３
） 

大
倉
隆
二
「
中
世
熊
本
の
寺
社
と
信
仰 

仏
神
像
と
石
造
物
（
金
石
遺
物
）」『
新

熊
本
市
史 

通
史
編 

第
二
巻 

中
世
』（
熊
本
市
、
一
九
九
八
年
） 

（
４
） 

有
木
芳
隆
「
肥
後
の
山
岳
信
仰
と
中
世
仏
神
像―

金
峰
山
系
と
阿
蘇
山
系
の
造
像

を
中
心
に―

」
註
１
『
肥
後
の
山
岳
霊
場
遺
跡
』 

（
５
） 

註
１
『
新
熊
本
市
史 

通
史
編 

第
二
巻 

中
世
』 

（
６
） 

註
１
『
新
熊
本
市
史 

通
史
編 

第
二
巻 

中
世
』 

 

図
版 

 

本
稿
に
使
用
し
た
図
版
は
、
熊
本
県
立
美
術
館
、
熊
本
博
物
館
が
撮
影
し
た
。 

謝
辞 

 

調
査
の
実
施
及
び
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
聖
徳
寺
様
か
ら
御
高
配
を
賜
り
ま
し 

た
。
ま
た
、
前
述
の
調
査
参
加
者
に
御
協
力
・
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
末
尾
で
は 

ご
ざ
い
ま
す
が
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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図
版 

一 

木
造
観
音
菩
薩
立
像 
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二 

木
造
不
動
明
王
立
像
（
脇
侍
） 

          

三 

木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
脇
侍
） 

           

四 

木
造
不
動
明
王
立
像
（
独
尊
） 
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五 

木
造
男
神
坐
像
（
中
央
壇
） 

           

六 

木
造
男
神
坐
像
（
向
か
っ
て
右
壇
） 
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七 

木
造
男
神
坐
像
（
向
か
っ
て
左
壇
） 

           

八 

木
造
聖
徳
太
子
立
像 
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